
 

 

 

 

 

 

 

１０月３１日（火）、稲美町立加古小学校で“【学校の意識改革を通して、本当の「チームと

しての学校」を目指す】～全学年単学級の小規模校での複数学年教科担任・複数担任制（チーム

担任制）の取組～”をテーマに開催された研究発表会に参加した学校教育課山本主任指導主事よ

り参加した感想等が届きましたので紹介させていただきます。 
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「教科担任・チーム担任制について」 

 

令和５年１０月３１日（火）稲美町立加古小学校の研究発表会に参加しました。研究主題は

【学校の意識改革を通して、本当の「チームとしての学校」を目指す】～全学年単学級の小規

模校での複数学年教科担任・複数担任制（チーム担任制）の取組～です。加古小学校は全校児

童 165人、全学年単学級の 6学級、特別支援学級 3学級、合計 9学級の小規模校です。令和４

年度から「チーム担任制」（３年生から６年生）の取組を進め、成果と課題について発表され

ていました。 

まず、令和４年度から全国で導入された高学年での教科担任制。児童の多面的な理解や教師

の働き方改革に期待された取組ですが、加古小学校では、そこに先の学級担任が交替するシス

テムを取り入れ、教科担任制の効果だけでなく、学級崩壊を防ぐという効果も期待できるので

はないか、と「複数学年教科担任・複数担任制（チーム担任制）」を導入されてきました。３

年生から６年生までの４学級を５人の教師が交替で担任をするシステムです。 

 a週 b週 c週 d週 e週 

３年 教師 A 教師 C 教師 D 教師 B 教師 E 

４年 教師 B 教師 A 教師 C 教師 E 教師 D 

５年 教師 C 教師 B 教師 E 教師 D 教師 A 

６年 教師 D 教師 C 教師 A 教師 C 教師 B 

サポート 教師 E 教師 D 教師 B 教師 A 教師 C 

※a週から e週を１週間ごとに交替するグループとし、Aから Eまでの５人の教師を 

３～６年生の学級担任に振り分ける。学級担任以外の週はサポートに回る。 

１週間で学級担任を交替するのは、教師それぞれの強みを各学級に活かすためである。 

※令和５年度の２学期から、１・２年生もチーム担任制を導入している。 

 担当教科を割り振り、１週間で担任を交替する。 

研究会参加報告 

【学校の意識改革を通して、本当の「チームとしての学校」を目指す】 

稲美町立加古小学校 

 

 



本研究会は、加古小学校の先生方が自分たちの学校づくりを発信する場として独自に開催され

たものです。「複数学年教科担任・複数担任制（チーム担任制）」に目がいってしまいますが、

【学校の意識改革を通して、本当の「チームとしての学校」を目指す】とあるように“学校の意

識改革”が大きな柱です。“学校の意識改革”といった“学校づくり・学校改革”といった俯瞰

的視点にたった研究にシフトする学校が増えてきているのではと感じます。参加した山本主任指

導主事の資料を見るとびっしりとマーカーでラインが引かれていました。“マーカーだらけ”と

思ってしまいましたが、読んでみると“マーカーだらけ”になってしまうくらいの内容が濃いも

のでした。加古小学校も研究を推進するにあたり、モデルにした学校は当然あったと思います。

しかし、モデルはあくまでもモデルであり、自分たちのゴールではなく、自分たちの学校の未来

の姿に向け、ビジョンを創り、そのビジョンの実現に向け協働されている姿が伝わってきまし

た。これからの時代、個々の学校がそれぞれの学校のパーパスを明確にし、よりしっかりとした

ビジョンを持つ大切さを学ばせていただきました。そんな発信の場に生で触れた山本主任指導主

事の想いがマーカーで引かれたラインには込められていたのだと感じています。 

                                  （文責：北本） 

 取組の成果としては、①学級崩壊の危険性の減少②多角的・多面的に児童を見守れる③教師

の負担が減少（精神的負担・業務量の減少）④学校行事や出張等への柔軟な対応⑤深く系統立

てた専門的な教材研究ができるということでした。また、想定していなかった効果として、①

本当に必要な業務の精選②教師間のコミュニケーションの活性化③給食の残菜の減少④児童が

つくる学校行事があげられていました。 

 取組の課題としては、①校長の覚悟②教師の意識改革③保護者、児童からの信頼を得るとい

うことでした。 

 令和４年度から導入された「複数学年教科担任・複数担任制（チーム担任制）」ですが、取

組を進めていくにあたり、先進校の丹波市立中央小学校や池田市立北豊島中学校の視察、保護

者や児童、教職員にアンケートを取りながら現状把握、取組の周知や協力依頼など、計画的に

進めてこられました。１年目の保護者アンケートには、不安という声や反対意見もありました

が、２年目に入り、落ち着いた児童の様子やチーム担任制への安心感が増し、肯定的な意見が

増えてきています。これからも保護者の安心を得るため、地道に取組を進め、信頼を勝ち取っ

ていくしかないと考え、子どもたちが安心して学習できる学校づくりを目指して取組を進めて

いくとのことでした。 

 私は、吉田校長先生の話を聞いて、『学校は校長先生のリーダーシップがいかに大事か』と

いうことを改めて実感しました。校長先生が明確なビジョンを持ち、「こんな学校にしたい」

という信念と熱意が地域や保護者、児童、教職員の心を動かし、「チームとしての学校」が築

き上げられるのだと思いました。そして、加古小学校の先生方がとても明るく、先生方同士の

仲の良さも伝わってきて、充実した学校生活を送られている様子がとても素敵でした。全体会

での質疑応答では、「先生方のコミュニケーションや関係性を保つ上で大切なこと、お互いを

尊重する上での秘訣は？」と聞かれ、「みんながそれぞれ責任を持ち、自分のやり方を押し付

けるのではなく、時には我慢したり、人の意見を取り入れてみること。人として基本的なこと

をする」と回答されていました。学校や職場だけでなく、いろんな人と関わっていく上でとて

も大切なことだと思いました。熱心な先生方に毎日見守れている児童たちが、とても羨ましく

思えました。                          （文責：山本） 


